
はじめに

牛乳摂取と循環器疾患に関する疫学的研究

一高血圧・動脈硬化性疾患を中心に一

筑波大学社会医学系地域医療学

教授小町喜男

牛乳摂取と循環器疾患との関連の検討を昨年度、東北、関東、四国の平地農民、大

阪の近郊都市、事務系及び現業系企業従業員の男子について行ない、その賠訴責を報告

した。

本年度は、新たに、北陸の山間齢化漁家の集団を加え、さらに女子についての

検討も加えた。特に、牛乳摂取と脂肪摂取、血清総コレステロール値との関連、牛乳

摂取と高血圧との関連について、検討した蹴責を中心に報告する。

対象・方法

対象集団とその循環樹噴診、栄養調査の実施数は表 1 に示す。今回は、女子40~59

才について検討した。

各集団の疫竿調査は東北の2農訴す、大阪のw開市住民は1963年より、四国関拡
1969年より、関東闘すは1981年より、北陸震射は1978年より、北陸i鯨は1983年より

帝断売して調査を行なっている。

栄養調査は24時笥思い出しj去により、 1975~79年(前期)と 1980年~89年(後期)

の2期に分けて実施した。両時期とも、検診受診者から、 40才代、 50才代の年令層そ

れぞれ50人以上を、栄養調習す象として抽出し、集団全体の特性を示し得るようにし

た。

結果・考察

(1)牛乳摂取と脂肪摂取、血清総コレステロ-;Lイ直との関連について

摂取脂肪のうちでも、循環器疾患と関連の深いとされる多価不飽耳明旨肪酸 (p)と
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飽和脂肪酸 (S)を取り出し、前期と後期の蹴費を図1に示す。

東北農村、四国農村、都市近郊住民いずれも、 FもSもその摂取量は増加してい

る。 PとSの増加量はほぼ等しく、 P/S比にほとんど変化は認められなかった。北

陸農村、北陸漁家のPとSの摂取量は、他の集団に比し、低{直を示した。

図2は、動物性の脂肪の摂取量のうち、手段貢iこついての蹴責を示したものである。

東北農村、四国闘す、都市近郊住民いずれも、牛乳の摂取量の平均値は50%ι比増加

している。特に東北農村では2倍以上増加している。乳類を1日 200g)よL上(牛乳

l本以上)を摂取する人の割合も、同様に増加している。しかし‘牛乳摂取量が増

加傾向にあるとは言え、後期の字L類の摂取量をみると、最も高値を示した北陸農家で

11旬、そ￠他の集団では、 70~85g といずれも牛乳に換算すると約切本以下であ

る。北陸農家の制蔚期彊が、他の集団に比し多いのは、手法買 200gιはを摂取して

いる人か玲守40%と高率であることによる。ごれは、ごのI邸或で、保提伊丹等が中心とな

り、食生活改善の寸震として牛乳摂取が強力に勧められてきたことによるものと考え

られる。しかしながら、それにもかかわらずほとんど乳類を摂取しない人が、なお50

~60%存在している。

次に、乳類摂取カ羽旨肪摂取に及ぼす影響を詳しく見るために、手L類の1日の摂取量

を 200g 以上、 25~ 200g、25g未満の3群に分け、その区分別に動物↑矧旨肪の摂取

量を検討した鵬責を図3に示す。前期の嗣t関持除き、いずれの集団も乳類摂取量

の多いほど、動中尉割旨肪の摂取量が多い。昨年度報告した男子の蹴責では、都市集団

と農村集匝の聞の差が、各集団内での乳類の摂取区分別の差より大きいごとが示され

たが、女子では、集団関の差はそれほど、大きくはない。また、乳類を 200gιLヒ摂

取する人でも、重加吻性脂肪の摂取量は、いずれの集団も約25~28g であり、その量は

ほぼ適量範囲に保たれている。

P/S比についての検討臓漬を図4に示す。両時期、いずれの集団も、手段買摂取量

200g以上の群は手閣摂取量25g未満の群に比し、 P/S比例底値を示したが、それ

でも、すべての集団で1.2ιuを示している。
乳類摂取別に血清総コレステロー)vll度の平均値を検討したとごろ(図5)、ほとん

どの集団で、手L類摂取が多いほど、血清総コレステローlレ値か高くなるといった傾向
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はみられない。手L類の摂取量による差よりも、集団関の差カ宅著しい。

以上をまとめると、各集団内の乳類欄彊 200g以上の群でも動物問鵬摂取量は

適量範囲にあり、 P/S比も1.2ιL上であり、かつ、血清総コレステロ-MI直も 180

mg/d1かつ220mg!d1の間であった。女子の場合は閉経の影響も考慮し、男子よりも、

血清総コレステロ一川直の適正値は20mgほと高いと考えられるので、との値は男子の

16日 ~200昭/d1に相当し、ほぼ適正値と言えよう。現在のところ、牛乳 1 本程度の乳

類の摂取は脂肪の過剰庁頁取にはつながらないと考えられる。

(2)牛乳摂取と高血圧との関連について

乳類摂取とカルシウム摂取及びカルシウム摂取と高血圧との関連についての検討成

績を以下に示す。

図6は、食品i原別のカルシウム摂取量を集団別に示したものである。カルシウム

の摂取総量の平均値は、増加傾向にあるものの、いずれの集団も、日本人の所要量の

600mgに到達していない。

乳類からのカルシウム摂取量は、東北農村、四国農村、都市近郊住民いずれも増加

しているが、後期においても乳類のカルシウム摂取量に占める割合は、都市近費目住

民、北陸農村、北陸潟5までは20~24%、他の集団では15~18%である。

図7に、各集団の手L類摂取量の平均値とカルシウム摂取量の平均値との関連を検討

した成績を示す。集団ごとの手L類摂取量とカルシウム摂取量の聞には、前期、後期と

も、一定の関連はみられない。しかし、乳類摂取量の増加とともにカルシウムの摂取

量も増加している。

図8は、各集団内で、手段買摂取量の区分別にカルシウムの摂取量を検討したもので

ある。いずれの集団も、手L類摂取量の多いほど、カルシウム摂取量が多い傾向がみら

れる。そして、観月では、いずれの集団でも手l類摂取量 200g以上の群は、カルシウ

ムの摂取量の平均値は所要量の 600mgを越えている。すなわち、牛乳1本の摂取は、

カルシウムの摂取量を適正値に保つ上で有用であるごとを示している。

カルシウムと高血圧の関連については、昨年度、男子について、有為な負の関連が

あるごとを報告した。すなわち、カルシウム摂取量が多い人は、低い人に比し、血圧
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値古河底いごとを示した。今回は、女子についても同様の関連がみられるか否かを検討

した。

図9は、集団別にカルシウムの摂取量の平均値と高血圧者の頻度の相関図である。

前期、後期とも、両者の簡に明らかな相関は見られなかった。しかし、各集団ともカ

ルシウム摂取量の増加とともに、高血旺者の頻度の減少がみられた。そごで、さらに

分析を進め、個し人ごとのカルシウム摂l!)e量と血圧との関連を重回帰分析を用いて樽ず

した。前期と後期に分け、対象集団全体についての成績を表2に示す。両時期と

も、年令、肥満度は、最大血圧値と有意な正の関連を示した。アルコール摂取量は、

後期で、有意な正の関連を示した。ごれに対して、カルシウム摂取量は、有意ではな

いが、両時期とも、最大血圧値と負の関連を示した。表3に、服薬者を除いた蹴査を

示すが、表2に示した結果とほぼ同様であった。

女子の場合、男子と異なり負の棺関の傾向を示すものの有意差カ宝認められなかった

のは、個人ごとのCa摂取量の分布も、個人ごとの血圧値の分布も、男子に比して狭

い範囲に集中しており、そのために、慌十学的に有意の同稿料号られなかったごとが

一因と考えられる。

しかし、女子においても有意差ζそ認められなかったとはいえ、 Ca摂取量と血圧

値の聞には、男子と同様、負の相関の傾向料尋られており、高血圧予防の観点から牛

乳摂取の増加は望ましいと考えられる。

まとめ

牛乳摂取と脂耐受取、血清総コレステロ-)Vf直の関連、牛乳摂取と高血圧との関連

について、新たに北陸関守、北陸i魚家集団を加え、女子について検討を行なった。そ

の結果、牛乳1日l本程度の摂取は動物聞旨肪のi踊勝諏やP/S比の低下、血i献君、

コレステロール値の異常高値を招くととは少なく、カルシウム摂取量を適正に保つた

めに有用であるごとが示された。カルシウム摂取と血旺値の関連については、昨年度

報告した男子ほど明らかな関連はみられなかったが、それでも、カルシウム摂取量の

多い人は少ない人に比し、血圧{直均可底い傾向が認められた。

2年間にわたり、動脈硬化、高血圧の双方を予防する視点から、生活環境の異なる
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9集団の男女を対象として、牛乳摂取の影響を検討したが、牛乳摂取量は増加しつつ

あるとは言え、その摂取量は少なく未だ高血圧予防への影響力は小さい。動脈硬化へ

の悪影響も認め難い現状から考えて、特に震討すではさらに積極的に牛乳の摂取量朝日

をはかる必要がある。
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表l 循環器検診・栄養調査実施者数

SAMPLES OF POPULATION STUDIES 
(40-59才、女) Women Ages 40-59 

前 期 (1975-79) 後
検 診 栄養調査 検

期 (1980-89) 
診 栄養調査

Risk Survev Nutrition Studv Risk Survev Nutrition Studv 

999人 256 129 6 227 

903 383 1 083 106 

845 142 923 157 

361 1 71 339 213 

1 665 332 

307 181 

261 182 

3 108 952 5874 1398 
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図2.手l瀕の摂取状況の捻移
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図 3. 乳類摂取最別にみた動物闘員肪摂取量 (40~59才、女)
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図5.~閣摂取量別にみた血清総コレスチロール{直 (40~59才、女)
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図 6. 食品糠jjljのカルシウムの摂取最 (40~59才、女)
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図7.手l主蔚受取量とカルシウム摂取量の推移 (4島町田才女)
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図8.現』買摂取別にみたカルシウム摂取量 (4fr.-59才、女)
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図9 集団別にみたカルシウム摂取量と高血圧者の頻度と推移
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表2 個人ごとの最大血圧値とカルシウム摂取量の関連、重回帰分析

一服薬者を含めた検討ー全集団 40-59才女

Linear Regression Results forSystolic Blood Pressure 

Women !ges 40-59， All Populations 

前 期 (1973-79) 後 期 (1980-8の
n=952 n=I，398 

回帰係数F P値 回帰係数F F値

カルシウム摂取量(略/日) -0.0041 0.11 -0.0015 0.50 

Calcium Intake (mg/day) 

年齢 (才) 0.8893 ( 0.0001 0.6838 ( 0.0001 

Age (year) 

肥満度 0.9112 〈由.0001 1.5453 ( 0.0001 

BMI (H' /植)

アルコール (合/日) 0.1042 o . 3 1 0.1465 0.02 
Alcohol (gou/day) 

食塩摂取量 (g/日) 0.0474 0.33 -0.2760 0.01 

Salt intake (g/day) 
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表3 個人ごとの最大血圧値とカルシウム摂取量の関連、霊園帰分析

一服薬者を除いた検討ー全集団 40-59才女

Linear Regression Results for Systolic Blood Pressure 

Women Ages 40-59， All Populations Without Medicine 

前 期 (1973-79) 後 期 (1980-89) 

n=740 n=882 

回帰係数F P値 回帰係数F P値

カルシウム摂取量 (mg/日) -0.0008 0.77 -0.0027 0.27 

Calcium Intake (mg/day) 

年齢 (才) 0.6812 ( 0.0001 0.5108 ( 0.0001 

Age (year) 

肥満度 0.5705 0.002 1.5002 ( 0.0001 

BMI (H' /W) 

アルコール (合/日) 0.0762 0.46 0.1618 0.03 

Alcohol (gou/day) 

食塩摂取量 (g/日) 0.0771 0.62 -0.1956 0.11 

Salt intake (g/day) 
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